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　ウェルビーイングの改善が企業価値向上につながる経路として、①自社の労働者のウェルビーイングの改善が
労働者の生産性改善につながり収益拡大に寄与する、②ウェルビーイングの改善に貢献する商品やサービスが消
費者から受け入れられ収益拡大に寄与する、という主に二つの類型が考えられる。前者については国内で議論が
進む一方、後者の「企業が提供する商品やサービスによる消費者のウェルビーイング改善」については、欧州で
はタクソノミーや企業側の情報開示フレームワークの構築が進展し始めているものの、国内でそうした活動を実
施・支援する動きは限定的で、今後の前向きな取り組みが期待される。ウェルビーイングの改善は、人的資本の
有効活用に向けた「日本の伸びしろ」である。
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